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INPEX/大阪ガスのプレス発表（2026年2月24日）

https://www.inpex.com/news/2026/20260224.htmlより抜粋

2025年度目標の導管注入を達成（2月20日）。
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長岡メタネーション事業(NEDO)の実施体制

助成事業：国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構(NEDO)
    「大規模なCO2-メタネーションシステムを用いた導管注入の実用化技術開発」

事 業 者 ： 株式会社INPEX（全体統括）
 大阪ガス株式会社（共同事業者、INPEXから委託）

国立大学法人東海国立大学機構 名古屋大学
（INPEXから委託）

株式会社INPEX JAPAN        （INPEXから委託）

事業期間：2021年12月15日～2027年3月31日

大阪ガス株式会社
大規模CO2-メタネーション反応プロセス技術開発
実際の随伴CO2を利用した多段断熱型反応器設計（世界初・世界最大級）

国立大学法人東海国立大学機構 名古屋大学
反応シミュレーション技術開発

4者が有機的に機能し、2025年度目標達成見込み。
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長岡メタネーション事業(NEDO)試験設備の建設、運用スケジュール
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マイルストーン

設計・機器製作

試験設備建設工事

試運転準備
（プレコミッショニング）

試運転
（コミッショニング）

実証運転（移行済み）

★FID

合成メタンの導管注入

★NEDO助成金交付
★原料導入

★実証運転開始
★起工式

★竣工式

2025年度目標の試運転を終了（～2月19日）、導管注入、実証運転継続中。
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長岡メタネーション事業(NEDO) 試験設備と越路原プラントの接続

• 随伴CO2
• 工水
• 消火用水
• 燃料ガス
• 消雪用水メタネーション

試験設備

・液化水素
・液化炭酸

• 合成メタン
• 坑廃水

越路原プラント
• CO2回収設備
• 低圧ガス昇圧設備
• 坑廃水処理設備

原料であるCO2は越路原プラントから、H2は外部から購入して、試験設備に供給。
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事業進捗 (1/2)

▶ 3年近くの建設期間を経て、試験設備が完成し、各種法規における完成検査を受検済み。

▶ 2026年1月27日、クリーンガス製造設備認定取得済み。

▶ 2026年2月19日までに、試運転及び性能試験運転を実施済み。

▶ 2026年2月20日に、合成メタンを導管注入済み。

2022年9月撮影
（土地造成開始前）

2025年6月撮影
（設備建設完了/試運転開始前）
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事業進捗 (2/2)
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クリーンガス証書制度の運用にCO2NNEX*を実装

▶ 2025年9月11日、合成メタン(e-methane)の環境価値を可視化し、実証事業でクリーンガス証書の移転や利用
管理のため、CO2NNEXを実装することを大阪ガス、三菱重工、当社の3社間で合意。

▶ 2026年度は、地産地消モデルを構築し、実装したCO2NNEXによって、環境価値を移転・管理予定。

*: CO2NNEXは三菱重工業株式会社の登録商標
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